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ている｡ すなわち第一の局面は産出成長率の高い局面, 第二は産出成長率の低下の局面, 第三は産出成長
率が加速された局面である. 著者はこのような局面の変化を, 経営ベースのactivityのマクロ線型計画モ
デルの解という形で理解 ･説明しようとしている｡ 農業経済学の分野では線型計画法は, 経営問題に用い
られることが多いが, 本論文では著者は, 完全競争市場の仮定のもとに線型計画法を巨視的に用いており,
また普通は線型計画法を normativeに用いることが多いが, 本論文でそれを positiveに用いている｡ ま
た本論文では, 生産物ベースの activityでなく, 経営ベースの activityを用いるという方法を考案して
いる｡ 第一および第二の局面の計測においては, 線型計画モデルを budgetingモデルに組み替えるとい
うことをしているのも, 本論文の一つの工夫である｡ 第三の局面についての観察の期間は短かいが, 通常
の線型計画法によって実証を行ない, 良好な結果を得ている｡ また1960年基準による1971年の予測を行な
って, 専業農家の経営耕地規模最低水準の上昇, および産出成長率の転換を示唆する結果を得ている｡
戦後の日本経済においては, 工業化 ･都市化がいちじるしく加速されている｡ それに伴なって農業発展
の第三局面においては, 地域開発と再編成の進展とが予想されている｡ 著者は経営ベースの activityを
用いた地域間線型計画モデルを考案した｡ そしてそれによって1960年基準の1970年と1980年の予測を行な
っているが, 兼業農家の根強い存在, 専業農家の経営耕地規模最低水準の上昇, 中小家畜の飼養のいちじ
るしい増加, 大家畜飼養や大型機械化体系の実現困難, したがって中型機械化体系の実現の可能性, そし
て地域間格差の存続の可能性, などを示唆する結果を得ている｡
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ており, 兼業農家の根強い存在, 専業農家経営規模の上昇, 中小家畜飼養の著しい増加, 中型機械化体系
実現の可能性並びに地半格差の存続等, 興味ある結果が導出されている｡
以上のように本論文は日本農業の経済学的分析に関する新しい接近方法を示しているばかりでなく, 冒
本農業の未来像に関しても興味ある示唆を提供しており, 農業経済学および農業経済分析法に貢献すると
ころが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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